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日本キリスト教団

　　　　　　　聖霊降臨節第２０主日礼拝 【２０２２年度年間聖句】 　　　　　　 アルベルト・シュヴァイツァーの秘密

　　　　２０２２年１０月１６日　午前１０時３０分 　後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けつつ 　　　　（　『老いの豊かさ　人生の実りのとき』より　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 司　会　　　司会　： 出席役員 目標を目指してひたすら走ることです。

　　　奏楽　： 奏楽奉仕者 　　　　　　　　（フィリピの信徒への手紙３章１３b～１４節） 　　　少年時代の思い出のなかで、シュヴァイツァーは、

　前　　奏 【今週の祈り】 　　「老けこまずに一生を過ごすには秘訣があるにちがい

　招　　詞 司会者 ・東日本大震災の被災者・被災教会のために。 　　　ない。」と書いているが、彼はこの秘訣を発見したの

　頌　　栄 真理は主イエス・キリスト ・病や困難の中にある友のために。 　　　だろう。　八十を過ぎた今日も、彼はまだ老けこんで

　交　　読 詩編　１３５編 一　同 ・番町教会と柳下明子牧師のために。 　　　いない。　いまだに、熱帯地方の医者として、病院長

　聖　　書 コリントの信徒への手紙（一） 【本日の集会】 　　　としての仕事の重荷を負っている。　　原子力開発の

　第12章22～26節 (新)p.316 ・10:20-10:30 礼拝準備祈祷会 　　　危険性に関する彼の講演が証明するように　、彼は、

　祈　　祷 司会者 ・10:30-11:30 主日礼拝 　　　いまだに、人類の痛みと苦しみを共に担っていこうと

　讃美歌 ２１－４８２番 一　同 ・11:30-11:45 聖書通読:イザヤ62章(旧)p.1163 　　　している。彼の生涯は一つの先例となった。　　この

　使徒信条 ２１－９３番（４－A) 一　同 ・11:50- 讃美歌練習指導：奏楽奉仕者 　　　先例に倣うとは、生命の尊厳、真実の精神、そして、

　讃美歌 ２１－５１５番 一　同 ・12:00- お茶の会（自由参加です） 　　　善の摂理への信頼を、心に深く刻みこむことである。

　説　　教 「補い合うために」 牧　師 【今週の集会】 　　　この道へ向かうために遅すぎるということは決してない。

　祈　　祷 牧　師 ・聖研祈禱会 １０月２０日（木）10:30-11:30 　　　　ヴァルデマール・アウグスティーニ著　　新教出版社１９８１年

　讃美歌 ２２－４９０番 一　同 使徒言行録:27：1～12(新)p.267

　献　　金 困難にある人々への連帯を祈りつつ 【次主日の案内】

　感　　謝 献金奉仕者 ・降誕前第９主日礼拝　10月23日10:30-11:30

　主の祈 ２１－９３番（５－Ａ） 一　同 　　　司会　： 出席役員

　讃美歌 ２１－９２番 一　同 　　　交読　： 詩編　１３６編

　祝　　祷 牧　師 　　　聖書　： Ⅰｺﾘﾝﾄ 12章27～28節 (新)p.316 　　　　　　　　　　 ■　　集　会　報　告

　後　　奏 （黙　　祷） 奏楽奉仕者 　　　説教　： 「みんなで示そうイエスさま」　牧師 　　　準備祈祷会 　１０月　９日（日）男３、女５、計８名

　　　献金　： 献金奉仕者 　　　主日礼拝 １０月　９日（日） 男３、女５、計８名

ーからだのご不自由な方はお座りのままでどうぞー 　　　奏楽　： 奏楽奉仕者 　　　聖研祈祷会 １０月１３日（木） 男２、女３、計５名

　　　讃美歌： ２１－４８２（わが主イエスいと…）

○礼拝前は静かに心を整えましょう。 ２１－５１５（きみのたまものと） 　◎　個人情報保護の観点から、牧師以外の礼拝奉仕者

○聖書にあらかじめ目を通しましょう。 ２１－３９０（主は教会の基となり） 　　 並びに献金者の個人名は伏せさせていただきました。

○祈祷中、礼拝堂への入場は待ちましょう。 ・聖書通読 エレミヤ書１１章　(旧)p.1197      当伝道所は、教会内外からの多くの方々の尊い献金

○礼拝後は、交わりの時を。 　 ・讃美歌練習 指導：奏楽奉仕者 　　 によって支えられています。心から感謝申し上げます。
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